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移住定住促進に全力 一般会計
補正予算 6月

定例会報告

全議案可決
（報告５件も全て承認）

会　期
６月７日㈪ ～ 28日㈪

（22日間）

市長提出議案：26件
議員提出議案：１件

新型コロナ対策と移住定住促進を継続

13.6億円
令和３年度能美市一般会計補正予算（第１号・第２号）

　6月当初予算では経常経費を中心とした骨格予算として編成された
ことから、今回の補正予算では、未だ猛威を振るう新型コロナウイルス
感染症対策の強化とともに、事業・施策の７本柱を５つの方針・目的の
もと、さらなる「移住定住の促進」につなげる予算が編成されました。
　ここでは、新型コロナ対策と事業・施策の７本柱から、議会が注目
した事業を紹介します。 ※金額は1万円未満を切り捨てて表示

補正予算の詳細は
能美市HPで
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の
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ブ
ラ
ン
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を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
具
体
的
な
方
法
を
問
う

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
の
次
期

認
証
に
向
け
て
、
飲
食
店
紹
介
サ

イ
ト
へ
の
登
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が
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時
行
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よ
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募
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要
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れ
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能美電開通100年・廃線45年・能美市誕生20年を
迎える2025年の完成を目指し、健康ロードを順次
リフレッシュする

事業・施策の７本柱

５つの方針・目的

子育て・住環境の充実 / 産業振興・企業誘致推進・人財確保対策 / 交流人口の拡大 /
教育力の向上 / 安全安心のまちづくり / シティプロモーション / 行財政改革

施設と道路を最大限活用したまちづくり / デジタル技術の導入 / 加賀立国1200年・
北陸新幹線県内全線開業 / 文化・スポーツの振興 / ＳＤＧｓの推進
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温泉保養館の運営が終了 民営化へ
能美市温泉保養館条例を廃止する条例について

Ｐ.15  関連記事

　令和３年６月30日をもって、長きにわたり市民
に愛されてきた「温泉保養館クアハウス九谷」の
運営を終了するため、条例を廃止するものです。
　７月１日からは、株式会社エイムが運営する
「クアハウスN9（エヌナイン）」として運営が
スタートしています。

ご
家
族
の
同
意
の
も
と
、
市
で
預

か
っ
て
い
る
佐
々
木
守
氏
に
関
連

す
る
資
料
の
展
示
を
行
う
考
え
は

あ
る
か

具
体
的
な
展
示
品
等
は
、
調
査
の

結
果
に
基
づ
き
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

す
る
。
佐
々
木
守
氏
の
功
績
、

ゆ
か
り
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
Ｍ
78
星

雲
と
、
根
上
隕
石
等
を
融
合
し
た

展
示
室
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
宇
宙
科
学
室
で
根
上
隕

石
と
佐
々
木
守
氏
の
企
画
展
示

加
賀
立
国
１
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０
０
年
・
北
陸
新
幹
線

予
１
０
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と
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の
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改
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業

改
修
の
着
工
時
期
、
工
期
、
い
つ

か
ら
利
用
で
き
る
の
か
を
問
う

今
年
10
月
頃
に
着
工
し
、
工
期
は

約
１
年
間
を
見
込
ん
で
い
る
。

来
年
の
10
月
に
迎
え
る
能
美
ふ
る

さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
２
周
年

に
合
わ
せ
、
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

和
田
山
古
墳
群
・
能
美
ふ
る
さ

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
一
体
化
し

た
活
用
を
図
る
た
め
の
改
修

加
賀
立
国
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０
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年
・
北
陸
新
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A Q
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整
備
に
係
る
国
庫
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出
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を
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源
と
す
る
工
夫
は
な
か
っ
た

の
か

文
化
財
に
関
連
す
る
国
庫
支
出
金

は
国
史
跡
指
定

地
内
に
お
け
る

保
存
整
備
事
業

が
補
助
対
象
と

な
る
が
、
ふ
る

さ
と
歴
史
の
広

場
は
国
史
跡
指

定
地
外
で
あ
る

こ
と
か
ら
補
助

の
対
象
と
は
な

ら
な
い
。

A Q

宇宙の魅力をさらに引き出し、交流人口の
拡大を図る

33年間もの長きにわたって、市民に親しまれてきた
クアハウス九谷が令和３年６月15日に閉館

天然温泉とフィットネスが融合した、親子四世代で
楽しめる健康増進施設へ

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
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公営として続けるべき公営として続けるべき
市民の健康や福祉の増進を図るという自治体
の役割を考えれば、市の責任で公営として
続けるべきである。

討
論

反
対

廃止するのは当然廃止するのは当然
市の条例が存在すると、民営として機能でき
ないことになり、契約違反となる恐れもある
ため、廃止するのは当然である。
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温泉保養館の運営が終了 民営化へ
能美市温泉保養館条例を廃止する条例について
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